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７月例会ご案内

日時  ： ７月１１日  木曜日

      18：30 ～ 21：00
場所  ： 港区立商工会館

参加費 ： 1000 円

テーマ： 城野先生のＤＶＤ「東西古今人

間学」の鑑賞会 第６回目

司会  ： 古川 彰久

DVD｢東西古今人間学｣第２巻第３回後半要旨

次に日本から中国大陸に渡り、三国志の

人間学を赤壁の戦いを題材にして見てみよ

う。

漢の末期に農民暴動、黄巾の乱がおこり、

これを鎮圧するために募った義勇軍が地

方のボスとなり、群雄割拠の状態となり、

この中で、魏の曹操が頭角を現す。

漢の末裔を任ずる劉備玄徳は、関羽、張

飛と義兄弟の契りを結び、兵をあげ、徐州

一帯の城主となり、曹操と対立する。その

後、荊州の劉表のもとに身を寄せる。

そこで、諸葛孔明の存在を知り、三顧の

礼をもって諸葛孔明を迎える。

一方、魏の曹操が百万の軍勢で南下し、

荊州を下し、劉備は五万そこそこで江陵まで

逃げた。曹操は更に南進を目指す。

揚子江の南は、呉の孫権が統治している

が、その軍勢１５万人程度で、曹操の軍勢

１００万人を迎えて、戦うのか、降参する

のか、国論が２分していた。

  呉の参謀総長魯粛が軍師として、江陵に

逃げてきた劉備を訪れた。これを受け劉備

は孔明を呉に派遣する。

  孔明は、孫権に降参するのか、戦うのか、

その決心を迫った。また、軍の司令官、周

瑜に対しては、説くよりも激すべしで、曹

操が江南に求めているのは、大喬（孫策の

妻）、小喬（周瑜の妻）の姉妹だと、銅雀

台の賦を引用して周瑜を怒らせる。

かくて孔明は孫権と周瑜をともに主戦論

にもっていき、ここに２国同盟が成立し、

諸葛孔明が目指す３国鼎立、天下３分の計

が進展する。

このように戦略は大胆に決め、戦術は細

心に取り進めることが大切です。



2

５月例会報告

日時  ： ５月９日  木曜日

      18：30 ～ 21：00
場所  ： 港区立商工会館

テーマ： 城野先生のＤＶＤ「東西古今人

間学」の鑑賞会 第４回目

司会  ： 石田 金次郎

DVD｢東西古今人間学｣第１巻第２回後半の

ビデオを見て、城野先生が次のような事を言

っているのが印象的である。

（1） 人間の脳の構造からして、古代の人

間と現代の人間に違いがない。人間

と人間の関係、人間と人間の関わり

合いは、古代の人達も現代の人達も

ほとんど差のない反応をみせたに違

いない。人と人との関係が人生であ

り、そして仕事でもある。

（2） 歴史上の人物達が人間の行動学を実

際に示してくれている。我々にとっ

て古代の人達が取った行動、活動と

いうのは大いに参考になる。

（3） 戦略は大胆に､戦術は細心にといっ

ている。戦略を決めたら､戦術は多

種多様にあると。

織田信長も豊臣秀吉、両者とも人間でいえ

ば「たたき上げ」の行動学の人物であろう。

人任せではなく､自分で意思決定して行動し

た人物である。

彼らは、時代の風を感じ、時代の武器も知

り、人間の行動学もわかり、そういった要素

をしっかり持った人物として、戦略を持ち且

つ具体的で多様な戦術を自ら編み出し､それ

を実行する人材を発掘し育て、時代を切り開

いて来たのだと思う。

「人間学」の対象として、そういった歴史

上の人物の織田信長や豊臣秀吉を取り上げ、

それぞれの「戦略と戦術」を分かりやすく説

明している。

この秀吉についての段の DVD では、賎ヶ岳

の戦いは時間差と科学的計算による武力の勝

利と説き、小牧長久手の戦いは、天下統一の

為の戦略として、家康に対しては武力の戦い

ではなく、家康の自尊心､面目を立て、政略

結婚などありとあらゆる手を使って家康を味

方に付けることに心を砕く戦術を説いている。

そして、天下統一の総仕上げの小田原城の攻

略には、計算された圧倒的な武力を使うこと

なく、また、焦ることなく小田原城の北条を

降伏・開城に追い込む､心憎い作戦である。

天下統一の戦略のために､何んな戦術が必要

かつ重要なのかを心得ているのである。

（感想雑感）

＊1 参加者の感想は、信長・秀吉・家康と同

時代を生きた英雄達を遺伝学的に解明できな

いだろうかとの意見。遺伝とは世代を超えて

形質が伝わっていくことであるが、時代が個

性にも影響を与えて、人生の考え方として影

響を与え伝えるのか思い、面白い観点である

と思った。

戦国時代という時代の変わり目には、鉄砲

などの武器の進歩が関わっているという意見。

幕末から明治に掛けての維新、太平洋戦争な

どもそうであったように思った。

＊2 信長・秀吉・家康は､それぞれに際だっ

た個性の違いがあり、書物ではいろいろな描

かれ方をしている。ホトトギスの俳句には、

それぞれの性格をたとえた俳句がある；信長

「鳴かぬなら殺してしまえホトトギス」、秀

吉「鳴かぬなら鳴かせてみようホトトギス」、

家康「鳴かぬなら鳴くまでまとうホトトギス」

である。信長は短気で激しい性格、秀吉は工

夫をする性格、家康は我慢強い性格などいわ

れているが、この 3人は行動の人である。
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昨今、日本の企業の存在感が薄くなってい

るのは、経営トップが事業の方向性の戦略を

打ち出す能力が乏しくなってきたからではな

いかと思う。事業を引っ張る力や事業を肌で

理解し将来の姿を描く能力が欠如して、突き

上げるような事業方向性が出てこないし、出

てきても遅い。結果、管理指向の組織的決定

となっているからではないかと危惧する。戦

い方を忘れてしまってはいないか。トップは､

世界を股に掛けて行動する、信長や秀吉の爪

の垢を飲む必要が無いか､と思う。

＊3 西洋では､歴史が重要な必須の科目と

なっているらしい。城野先生の「歴史上の人

物達が人間の行動学を実際に示してくれてい

る」というのは至言であろう。歴史を学ぶこ

とは､国際化時代に相手を知る重要なヒント

になるということだ。現代の米中の貿易戦争

も、米国の中国に対する認識が極めて乏しか

ったこと、中国の専門家がいなかった結果で

はなかろうかと思う次第である。

ひるがえって、日本は世界を相手にこの国

際時代を乗り切らねばならない。

そのためには、西洋に限らずアジアや中東、

アフリカなどの歴史・文化の研究を怠っては

ならないのではないかと思う次第である。
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例会予定

2019 年

８月は夏休みで休会とします。

９月１２日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 未定

港区商工会館へのご案内地図

東京都港区海岸 1-4-28  TEL03-3433-0862
ゆりかもめ竹芝駅より徒歩６分、
ＪＲ浜松町駅北口から徒歩およそ７分 、
都営地下鉄浅草線・大江戸線大門駅B２出口
からおよそ徒歩10分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mail でご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送

してあげて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

城野先生のＤＶＤ「東西古今人間学」の鑑

賞会は今回で６回目となりました。城野先生

が主張される戦略・戦術論の内容がよく理解

できると大変好評です。

今回参加者にもこの DVD を特別価格２千

円でお分けします。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。

(古川)


